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Ｑ：大学で必要な

資料の読み方やス

ライドの作り方を

学べましたか？

― 生活共創学部の学生が語る、リアルな学びと成長 ―

そう思う
とてもそう思う
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％

Ｑ：生活共創学部で

何を学ぶのか、理解

が深まりましたか？

そう思う
とてもそう思う

８４８４.６.６
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Ｑ：仲間と協力して、

プロジェクトを進め

ることができました

か？

そう思う
とてもそう思う

８４８４.６.６
％

Ｑ：この授業を通し

て、自分の成長を実

感できましたか？

そう思う
とてもそう思う
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• 一人ひとりが意見を出し、役割を分担し

て発表資料を作ることができた。

・相手の意見を聞きながら、自分の考えを伝える

大切さを学んだ。

初年次ゼミＡで、“変化”を実感
1 年次・前期
必修科目

2026 年度初年次ゼミ Aでの
全体振り返りアンケート調査結果（n=52）より作成

生活を変革するプロフェッショナルへ

• 見やすさや伝わりやすさを意識して、スライ

ドを作れるようになった。

・高校までの作り方を見直し、相手に伝わる資料の

作り方を学んだ。

学んだことを生活に取り入れた成果を発表魅力あるオープンキャンパスをグループで議論

４年間のゼミナール
仲間と学び、成長を重ねる

初年次ゼミＡ/Ｂ 共創プロジェクトゼミＡ/Ｂ アドバンストゼミＡ/Ｂ
卒業研究Ａ/Ｂ
卒業論文・卒業制作

1年次 ２年次 ３年次 ４年次

• 大学や学部について知り、この大学で 4 年間学ぶ実

感が湧いた。
・他のコースの学生と関わり、さまざまな視点から

考えることができた。

• 人前で自分の意見を伝えることに自信がつ

いた。

・主体的に発言し、

　周囲と協力して取り組めるようになった。



４年間のゼミナール

初年次ゼミＡ/Ｂ

共創プロジェクトゼミＡ/Ｂ

アドバンストゼミＡ/Ｂ

卒業研究Ａ/Ｂ 卒業論文・卒業制作

1年次

２年次

３年次

４年次

自分を知り、 大学を知る

社会とつながり、 問いを見つける

専門性を深め、 自分の研究テーマを見つける

自分の問いを追究し、 社会へ発信する

副指導教員制度

前期に自身が取り組む卒業研究のテーマをじっくりと議論し考え、
後期からの研究室配属だから安心。

様々な諸問題を、学内外で実践的に解決できる力を養う。

大学４年生になると、 自分でテーマを決めて取り組む 「卒業研究」 が

始まります。 生活共創学部では、 この大切な学びを支えるため、 必

要に応じて主指導教員とは異なる視点から助言や指導を行う 「副指導

教員」 をつける制度があります。

副指導教員は、 専門的な知識や経験をもとに助言を行い、 主指導教員とは異なる立場

から研究をサポートする教員です。

この制度により、 複数の教員から支援を受けながら研究をより深められ、 自分の関心に

安心して取り組むことができます。

ゼミナール（ゼミ）とは、少人数での話し合いや発表、
課題解決を通して、自分の考えを深める授業です。

仲間と学び、成長を重ねる

高校生が大学生になるための学びから、大学の学びを理解する。

これまでの学びを活かし、社会における諸問題を、解決できる力を養う。

学生の成長値最大の大学へ！

活動内容（2026 年度実施例）

等

等

初年次ゼミＡ
自己紹介／キャンパス探検／ノートの取り方・

　プレゼンの仕方／オープンキャンパスの提案
初年次ゼミＢ
進路を考える／キャンパス課題発見


	2026初年次ゼミA概要チラシ.pdf
	2026共創プロジェクトゼミA概要チラシ.pdf
	初年次ゼミA共創プロジェクトゼミA概要チラシ.pdf
	概要チラシ.pdf


